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１．地域の概要 

山口県の南西部に位置し、平成 17 年

に旧小野田市と旧山陽町が合併し、山

陽小野田市が誕生した。 

本市北部の市境一帯は、標高 200～

300ｍ程度の中国山系の尾根が東西に

走り森林地帯となっており、中央部か

ら南部にかけては丘陵性の台地から平

地で、海岸線一体はほとんど干拓地と

なっている。 

市内中央部には北から厚狭川が、東部には北東から有帆川がそれぞれ南流し

て平地部を通って瀬戸内海（周防灘）に注いでいる。市街地は、これら丘陵地か

ら平地部を中心に発達した。 

また、旧小野田市は、明治 14 年（1881 年）に国内初の民間セメント製造会社

が創設され、続いて国内でも早期に設立された民間化学会社を誘致されるなど

歴史のある、瀬戸内工業地域の一角を担う県内有数の工業都市である。 

 

２．地域農業の概要 

本市の耕地面積は 644ha、うち水田は 600ha(2020 農業センサス)と水稲の作付

けを中心とし、麦・大豆や露地・施設野菜の生産も行われている。 

施設野菜のネギ、アスパラガスについては、生産規模・出荷額とも安定し、本

市の特産品となっている。また、カボチャは、同市に伝わる“寝太郎伝説”から

愛称がついた「寝太郎かぼちゃ」の名称で、やまぐちブランドに登録されている。 

なお、基幹的農業従事者数は 402 名（2020 農業センサス）と、過去５年で約

４割減少し担い手不足が懸念されている。  

 
３. 農事組合法人 石束・不動寺原の概要 

  旧山陽町内の石束・不動寺原にある３集落（石束・不動寺東・不動寺西）から

誕生した石束・不動寺原営農組合（平成 17 年設立）を前身に平成 18 年に農事組

合法人 石束・不動寺原を設立した。小麦の生産は、平成 25年から開始し、当初

の作付面積 1.7ha から、現

在は生産開始時の４倍超

となる 7.0ha まで拡大し

た。 

「地域(集落)の農地は、

地域(集落)で守る」という

理念のもと、「人の和・地域

の輪」を合言葉に、営農組

合・法人の設立趣旨を大切

に活動している。 
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図 1．山陽小野田市の位置図 
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表１．作物別延べ作付面積等                 （単位：a） 

 

 

写真１．麦圃場の位置図 

  

４. 技術上の特色 

(1)土づくり・畝立て 

播種前に土壌改良資材を施用することなど積極的に土づくりに努めている。 

また、稲わらや麦稈は、圃場へのすき込みを基本とするが、畝形成時に畝の

表面の凸凹防止や欠株の発生原因を除去するため、稲株の完全粉砕に向け複数

回の耕起を行っている。 

  

全面 部分

麦 0 704 0 0 0 0

水稲 0 1,753 0 0 0 0

牧草 0 264 0 0 0 0

野菜 0 53 0 0 0 0

実面積 0 2,056 0 0 0 0

作業受託
経営受託期間借地通年借地自作地作目
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(2)雑草対策 

播種後には乗用管理機で初期除草剤を散布し、圃場をよく観察し初期剤の効

果が切れ始め、雑草が発生し始めるタイミングで中期除草剤の散布を行うなど

雑草対策に努めている。 

(3)排水対策 

当法人は山林に接した圃場               

が多く、水はけの悪い麦の作付

けに不利な圃場が多いが、浅層

暗渠(シートパイプ)を設置し、

さらに明渠を施工することで

排水対策を徹底している。 

写真２．排水溝まで連結した様子 

(4)踏圧 

  踏圧は繰り返し行い、分げつを促進させるよう努めている。 

(5)耕畜連携 

地区内の畜産農家(酪農家)用に牧草を作付けし、提供した稲わらを堆肥とし

て還元してもらい基肥に一部施用することで、地力性・物理性の維持、地域資

源の循環、耕畜連携による循環型農業を実現するなど環境にも配慮した安定生

産の取組を行っている。 

 

５．収量・品質の向上 

 赤かび病の適期防除に努め、２回の防除を確実に実施し、これをベースに発生

予測に応じて本年度は３回目の防除も行うなど、赤かび病の防除を確実に実施

し適期収穫に努めた結果、５年産の等級は全量１等となった。 

 山口県では、需要に応じた小麦生産に重点を置きながら生産拡大を図ってい

るが、高単収ではタンパク質含有率が低下する傾向にあるといわれる中、本年度

を含む直近４年間の当法人の単収は、ＪＡ宇部統括本部管内（宇部市、山陽小野

田市、山口市阿知須地域）並びに山口県の平均単収の何れをも毎年上回っている。 

なお、水はけの良い大規模区画の圃場を有する経営体が点在する沿岸部地域と

比べ、当該法人は、水はけが悪い山手側に位置し、加えて圃場面積が狭小で収量

が低い地区に位置するにもかかわらず、気象条件が特に厳しかった本年におい

ても、管内平均単収 298 ㎏に対して、345 ㎏の収量を確保している。（直近４年

間では、ＪＡ宇部統括本部管内の平均値の 116～153％、山口県の平均値の 101

～139％で推移している。) 

  

(2)雑草対策 

播種後には乗用管理機で初期除草剤を散布し、圃場をよく観察し初期剤の効

果が切れ始め、雑草が発生し始めるタイミングで中期除草剤の散布を行うなど

雑草対策に努めている。 

(3)排水対策 

当法人は山林に接した圃場               

が多く、水はけの悪い麦の作付

けに不利な圃場が多いが、浅層

暗渠(シートパイプ)を設置し、

さらに明渠を施工することで

排水対策を徹底している。 

写真２．排水溝まで連結した様子 

(4)踏圧 

  踏圧は繰り返し行い、分げつを促進させるよう努めている。 

(5)耕畜連携 

地区内の畜産農家(酪農家)用に牧草を作付けし、提供した稲わらを堆肥とし

て還元してもらい基肥に一部施用することで、地力性・物理性の維持、地域資

源の循環、耕畜連携による循環型農業を実現するなど環境にも配慮した安定生

産の取組を行っている。 

 

５．収量・品質の向上 

 赤かび病の適期防除に努め、２回の防除を確実に実施し、これをベースに発生

予測に応じて本年度は３回目の防除も行うなど、赤かび病の防除を確実に実施

し適期収穫に努めた結果、５年産の等級は全量１等となった。 

 山口県では、需要に応じた小麦生産に重点を置きながら生産拡大を図ってい

るが、高単収ではタンパク質含有率が低下する傾向にあるといわれる中、本年度

を含む直近４年間の当法人の単収は、ＪＡ宇部統括本部管内（宇部市、山陽小野

田市、山口市阿知須地域）並びに山口県の平均単収の何れをも毎年上回っている。 

なお、水はけの良い大規模区画の圃場を有する経営体が点在する沿岸部地域と

比べ、当該法人は、水はけが悪い山手側に位置し、加えて圃場面積が狭小で収量

が低い地区に位置するにもかかわらず、気象条件が特に厳しかった本年におい

ても、管内平均単収 298 ㎏に対して、345 ㎏の収量を確保している。（直近４年

間では、ＪＡ宇部統括本部管内の平均値の 116～153％、山口県の平均値の 101

～139％で推移している。) 

  

(2)雑草対策 

播種後には乗用管理機で初期除草剤を散布し、圃場をよく観察し初期剤の効

果が切れ始め、雑草が発生し始めるタイミングで中期除草剤の散布を行うなど

雑草対策に努めている。 

(3)排水対策 

当法人は山林に接した圃場               

が多く、水はけの悪い麦の作付

け に不利な圃場が多いが、浅

層暗渠(シートパイプ)を設置

し、さらに明渠を施工すること

で排水対策を徹底している。 

写真２．排水溝まで連結した様子 

(4)踏圧 

  踏圧は繰り返し行い、分げつを促進させるよう努めている。 

(5)耕畜連携 

地区内の畜産農家(酪農家)用に牧草を作付けし、提供した稲わらを堆肥とし

て還元してもらい基肥に一部施用することで、地力性・物理性の維持、地域資

源の循環、耕畜連携による循環型農業を実現するなど環境にも配慮した安定生

産の取組を行っている。 

 

５．収量・品質の向上 

 赤かび病の適期防除に努め、２回の防除を確実に実施し、これをベースに発生

予測に応じて本年度は３回目の防除も行うなど、赤かび病の防除を確実に実施

し適期収穫に努めた結果、５年産の等級は全量１等となった。 

 山口県では、需要に応じた小麦生産に重点を置きながら生産拡大を図ってい

るが、高単収ではタンパク質含有率が低下する傾向にあるといわれる中、本年度

を含む直近４年間の当法人の単収は、ＪＡ宇部統括本部管内（宇部市、山陽小野

田市、山口市阿知須地域）並びに山口県の平均単収の何れをも毎年上回っている。 

なお、水はけの良い大規模区画の圃場を有する経営体が点在する沿岸部地域と

比べ、当該法人は、水はけが悪い山手側に位置し、加えて圃場面積が狭小で収量

が低い地区に位置するにもかかわらず、気象条件が特に厳しかった本年におい

ても、管内平均単収 298 ㎏に対して、345 ㎏の収量を確保している。（直近４年

間では、ＪＡ宇部統括本部管内の平均値の 116～153％、山口県の平均値の 101

～139％で推移している。) 

  



－ 140 －

表２．せときららの年次別単収の推移・比較表 

地域・県 ＼ 年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

（農）⽯束・不動寺原 ⓐ（ｋｇ） ３９２ ５０２ ４３５ ３４５ 

ＪＡ宇部統括本部管内 ⓑ（ｋｇ） ２６６ ３２９ ３４８ ２９８ 

⼭⼝県        Ⓒ（ｋｇ） ３２５ ３６０ ４２０ ３４０ 

ⓐ／ⓑ       （％） １４７ １１５５３３  １２５ １１１１６６  

ⓐ／Ⓒ       （％） １２１ １１３３９９  １０４ １１００１１  

  

また、高タンパク麦の生産のために、開花期追肥時に圃場で実際に穂数を調べ、

予想収量に応じた追肥を施用し、ＪＡ山口県が事業主体となった、山口県単事業

「やまぐちの麦ＤＸ活用推進事業」により、((※※))衛星データ等を活用し、生育・

収量予測に応じた開花期の追肥時期及び施用量の予測に係る実証に参加し、実

需者が求めるタンパクの高い麦の生産に取

り組んでいる。当法人の近年のタンパク平均

値の推移は、令和２年産 10.7％、３年産

11.4％、４年産 12.5％となっており、５年産

については麦作共励会参加にあたり、(一財)

日本穀物検定協会 関西神戸支部で分析した

結果 14.1％となるなど、着実に向上し、直近

２年間は前記「ＤＸ活用推進事業」が令和７

年度目標として掲げる 12.0％を上回ってい

る。 

 

(※)衛星データ：「リアルタイムアメダスを用いた生

産予測システム」、「衛星画像解析による生育量診断」、

「ＡＩによる穂数計測」 

  

６．労働時間の削減 

播種時期に畝立て・施肥を同時に行うことで作業の省力化を図っている。 

また、追肥についても開花期追肥と赤かび病の防除を同時に行うことで、作業

の省力化を図り、人件費削減にも繋げている。 

 

表３．麦の収益の状況 

  総⾦額 10a 当たり概算 

粗収益 
5,846,970 円 83,054 円 

A 
経営費 

2,498,375 円 35,488 円 
B 

所得 
3,348,595 円 

（所得率 57.3％） 
A-B 47,565 円 

写真３．収穫前のせときらら 
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表４．10a 当たりの機械使用時間及び労働時間 

 
（）は県平均 

 

７．今後の麦作への取組み 

 麦作面積の拡大については、遊休農地がでないよう、効率的な圃場利用を進め

て行くこととしている。 
今後も高タンパク麦の生産に重点をおきながら、面積の拡大にも努めていく。 

 

８．その他 

(1)気象条件 

山口県を含む本年度の九州北部地方は、沖縄・奄美地方を除くと、最も早い

５月 29日頃に梅雨入りし、全国で最も遅い７月 25日頃に梅雨明けするなど、

平年より 12日間も長い梅雨となり、この間に線状降水帯が発生するなど記録

的な大雨に見舞わ

れた年で、出穂期以

降 (４／１～６／

10)の積算降水量

は、平年の 146％、

豊作であった令和

４年の171％となっ

ている。 

更に、登熟期間中                    

の積算日射量に

ついては、(国研)

種 子 の 準 備 11.05 ～ 10 ベンレートＴコート

堆 肥 散 布 　 牛糞堆肥2,000kg/10a
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整 地
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 図３．山口県の過去５年の積算降水量，積算日射量の推移 
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 図３．山口県の過去５年の積算降水量，積算日射量の推移 
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農研機構が開発したメッシュ農業気象データを用いて確認したところ、令和

４年の 91％となっている。 

(2)担い手の確保 

現行の法人役員(理事)の６人が小麦生産の主たる作業従事者で、且つ全員が

会社等を定年後にふるさと(生まれ故郷である集落)で、親の代から受け継がれ

ている農地で農業を始めた定年帰農者である。年齢も 64 歳から 71 歳と近い

こともあり、理事の間で十分な意思疎通が図られている。 

 加えて、理事会を毎月 1 回定例開催し、作業計画や決議事項の履行に対する

意識を醸成するとともに議事録を作成し更なる認識の共有に努めている。 

 一例として、安定生産を継続するという視点から、法人役員間で、麦生産に

おける主たる業務について主・副担当制のもと担当の引継ぎを密に行うことで、

法人全体の技術力の維持と、確実な継承に繋げている。 

 また、定年を間近に控える法人構成員の家族(担い手候補者)と年齢が近い事、

加えて理事全員が定年帰農者であることから、様々な地域活動を通じて担い手

候補者に対し、自らの経験、農業への思い、現在の法人経営(栽培品目とその

取組内容)、地区住民との交流活動などを伝えることで、担い手確保に向けた

取り組みを行っている。 

(3)地区住民との共生 

 当法人の農地は住宅と隣接していることから、(騒音や臭気を伴う)農業に対

する地区住民の理解を促進すべく、非農家や小学生を対象とした甘藷収穫体験

の場の提供や、地区内にある高等学校の総合家庭科の食物加工品製造に協力す

べく野菜等を提供している。 

(4)地域内の法人間連携 

 当法人が活動する山陽小野田市の厚狭地区にある６つの農事組合法人の経

営規模は何れも 20ｈａ前後と小規模で、構成員の高齢化、農産物価格の低下、

生産資材費をはじめとするコストの増大という厳しい環境に置かれている。こ

れらの課題を解決するために、平成 30 年に「山陽アグリネットワーク協同組

合」を設立した。当地区には、協同組合設立以前から、機械施設が充実してい

る老舗法人が設立間もない法人に、農作業の受託や機械の貸し出しを行う「結

（ＹＵＩ）」という仕組みが存在し、情報交換も活発で、法人連携の必要性が認

識されていたことから、設立協議が円滑に進んだ。 

 この協同組合は、「各法人の経営を維持発展させていくための組織」と定義し、

形態は農地が取得できない事業協同組合を選択しており、農地集積や農業経営

は既存の法人が行うという役割分担を明確にして活動を行っている。 

 経営・活動内容は、６法人各々が協同組合に出資し、資材の共同購入やドロー

ンによる共同防除、農作業の受委託調整などについて連携することでコスト圧

縮に繋げている。具体的には、資材購入費で５～10％減、ドローン防除の取り組

みでは、外部に委託していたヘリ防除から、当該協同組合でドローンを３台購入

し、法人内でオペレーター資格を取得し防除を行うことで、ヘリ防除委託費の

68％の価格にまでコスト圧縮を実現している。  
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 ドローン防除については、員外利用者(協同組合に参加していない経営体)か

らの依頼を受けており、法人経営の新たな収入源となっている。 

 また、員外利用者に対しても、ヘリ防除より安価な作業料金で対応しているた

め、地域農業のコスト低減にも貢献する取組となっている。加えて、協同組合の

６法人は小麦生産の情報共有等を積極的に行ない、組合(厚狭地区)全体での生

産技術の向上に取組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４．山陽アグリネット協同組合のメンバーと所有するドローン 

 

執筆者：山口県農業協同組合 営農指導部 営農技術課 江本 浩之、中山 佑哉 
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